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  第２章では、20 世紀初頭においてクレジット・ユニオンが、労働者向けの消費者信用を提供する
企業の福利制度として位置づけられ、1934 年の連邦クレジット・ユニオン法の制定によって、急速
に普及したことが明らかにされている。 






















 第３に、1970 年代と 80年代にクレジット・ユニオンの合併が増加して、その規模が拡大したこと、
従業員数の減少による職域のクレジット・ユニオンの経営破綻を防ぐため、職域と地域の両方で活動
できるように 1998 年に複数コモン・ボンドが正式に認可されたことを示し、こうした変化が地域の
商業銀行との間に軋轢を引き起こした要因であることを明らかにしたことである。そして、クレジッ
ト・ユニオンが、銀行と異なった非営利の協同組織として、その理念に沿って組合員の利益のために
活動して行くためには、比較的小さな組合員規模が望ましいことを指摘したことである。 
  このように本論文は、アメリカのクレジット・ユニオンに関する包括的な研究であり、これまで研
究が手薄であったこの分野における研究を進展させたという点で大いに評価できる。 
 以上により、審査委員会は全員一致で、本論文が博士(商学)を授与するに値するものと認める。 
